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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、戦後の大衆的なメディアに焦点を当てながら、大衆文化にあらわれる戦争体験

の継承と断絶の変容について、考察してきた。具体的には、個々の大衆メディア（映画，テレ
ビ，マンガ，戦跡・資料館）における「戦争体験」を比較対照し、そこにおける戦争理解やそ
の社会背景について考察した。なお、そのうえでは、沖縄、広島、長崎、グアム（大宮島）な
ど、戦場ごとの描写の相違にも注意を払った。 
 

 
研究成果の概要（英文）： 
 This research focused on the history of popular culture in postwar Japan, and examined 
transformation of recognition on war. We analyzed the discourses and representations in 
media, such as movie, television, comic, tourism, therefore we studied about the 
viewpoints of war experience in each media and social background of them. We paid 
attention to the diversity of representation of each battlefield (Oinawa, Hiroshima, 
Nagasaki, Guam(Omiyajima), and so on). 
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１．研究開始当初の背景 
 戦争体験論や戦争の記憶をめぐる研究は
盛り上がりを見せる一方、個々のメディアの
機能とそこにおける「戦争」描写の関係性は
解き明かされていなかった。 

 
２．研究の目的 
上記の問題意識から、本研究では、マンガ、
映画、テレビ、観光における戦争体験の描写
を分析することを目的として、作業を進めた。
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その際には、広島、沖縄、長崎、グアムなど
個々の戦場（戦争）のメディアごとの位置づ
けの相違についても考察を行った。 
 

 
３．研究の方法 
 映画、マンガ、番組、旅行ガイドブック等
のメディア資料の言説・表象分析を進めると
ともに、記念館や戦跡観光の変化についても
調査を行った。 
 
４．研究成果 
 マンガ、観光、映画、地方サークル誌など
における戦争体験の位置づけの変容やねじ
れについて、メディア史研究・ポピュラーカ
ルチャー研究の観点から考察を行った。その
成果は、共同研究メンバーの個々の論文のほ
か、共著『複数の「ヒロシマ」：記憶の戦後
史とメディアの力学』（青弓社、2012 年 6 月）
等において、公表した。具体的には以下のと
おりである。 
今日の「ヒロシマ」という語には、「被爆
体験」「原水爆禁止」「反戦・平和」「反原発」
といったものが、混然と込められている。そ
れはあたかも、一九四五年八月六日の経験に
根ざしているかのように捉えられる。だが、
「ヒロシマ」をめぐる言説は、つねにそのよ
うにあったわけではない。時代や社会状況の
関わりのなかで、祝祭的な高揚感や「平和利
用」の希望に結びついたり、政治主義的な理
念への嫌悪を思い起こさせることもあった。
「ヒロシマ」はひとつの語義に収斂されるも
のではなく、複数の語りが存在してきたので
ある。 
広島の被爆体験を扱った書物はこれまで

に多く発刊されてきた。それに根ざした反核
の主張にも膨大な蓄積がある。だが、「ヒロ
シマ」はこれまでにメディアにおいていかに
語られてきたのか、言い換えれば、「ヒロシ
マ」はいかに欲望されてきたのかという問い
については、じつはさほど検証や整理が進ん
でいないのではないだろうか。 
たしかに、一九九〇年代以降、ポスト・コ

ロニアル研究やカルチュラル・スタディーズ
の伸長とともに、広島の記憶を問い直す議論
は盛り上がりを見せるようになった。福島原
発事故以後、それらと「平和利用」の接合を
批判的に論じる動きもないわけではない。し
かし、記憶をめぐる「欲望」が少なからず指
摘されてきた一方、「なぜ、そのような記憶
が紡がれざるを得なかったのか」という点に
どれほど分け入ってきたのかというと、そこ
には限りもあったように思われる。 
現在の観点から過去の記憶を批判するこ

とにも、一定の意義は認められよう。だが、
「欲望」批判がそれなりに積み上げられてき
た一方、「欲望を生み出すメカニズム」はど

れほど捉えられてきただろうか。さらに言え
ば、「欲望の批判」が、その「欲望」に仮託
せざるを得なかった意図や心情を見失わせ
ることにもならないだろうか。それらが生み
出さざるを得ない社会的磁場に分け入らね
ば見えないものも、少なくはないように思う。 
「フクシマ」との関連で、「ヒロシマ」は
ますます多く論じられつつある。だが、そこ
から一歩退いて、「ヒロシマ」を論じる磁場
自体を問い直すことも、無益ではあるまい。
それは同時に、「フクシマ」を語ろうとして
いるわれわれの足元を問い直すことになる
のではないだろうか。 
 
＜記憶・欲望・メディア＞ 
このような問題意識のもと、本書は戦後メ
ディアにおける「ヒロシマ」の言説や表象を
検討する。といっても、本書は新聞・雑誌等
の活字メディアに特化するわけではない。む
しろ、映画やマンガ、観光といったポピュラ
ー・カルチャーを多く扱った。 
たしかに、活字メディアにおいて、「ヒロ

シマ」は多く論じられてきた。だが、人々の
「ヒロシマ」イメージがそれだけで紡がれて
きたわけではない。中沢啓治『はだしのゲン』、
こうの史代『夕凪の街・桜の国』のインパク
トは無視できるものではない。また、被爆体
験を扱った映画『原爆の子』『黒い雨』のほ
か、「核」の問題を念頭に置いた映画『ゴジ
ラ』等の特撮映画も、国民的記憶を紡ぐうえ
で、重要な役割を果たしてきた。 
観光の影響力は、それに勝るとも劣らない
ものがあるだろう。広島平和記念資料館や平
和公園、原爆ドームが観光地として整備され、
修学旅行の目的地として組み込まれること
も少なくない。それまで、さして「ヒロシマ」
に興味を持たなかった生徒たちが、これを機
に関心を深めることもしばしばである。 
だとしたら、これら観光も含むポピュラ
ー・カルチャーにおいて、「ヒロシマ」はい
かに語られてきたのか。そこには、いかなる
社会的な背景や力学が作動していたのか。本
書では、そうした点について検証した。 
ここで、「ヒロシマ」という語について、

説明を加えておきたい。先に記したように、
「ヒロシマ」という語から連想されるものは
さまざまである。被爆体験から反核運動の理
念まで、論者によって含意するものは多岐に
わたる。それをふまえたうえで、本書ではあ
えて、「ヒロシマ」を明示的に定義するとい
う選択を採らない。むしろ、個々のメディア
は被爆体験から何を導こうとしたのか――
それを「ヒロシマ」という言葉で指示する。 
「ヒロシマ」に明確な定義を付与し、その
系譜を追うこともそれなりに有効ではある
だろう。だが、定義を加えることによって、
削ぎ落とされるものもあるのではないだろ



 

 

うか。「反核の理念」のみに照準するのであ
れば、もしかしたら、「平和利用」や「加害」
の問題、被爆体験論との軋轢などが見えにく
くなるかもしれない。むしろ、ここでは、「被
爆体験に何を読み込み、そこからいかなる記
憶や未来像が紡がれようとしたのか」を「ヒ
ロシマ」という言葉で言い表した。そのうえ
で、さまざまなメディアがいかなる「ヒロシ
マ」を語ろうとしたのか、そこに何が欲望さ
れたのか、それを突き動かした社会的な要因
は何だったのか。これらについて考察を進め
た。 
 
＜ナショナル／ローカル＞ 
戦後日本や戦後広島は、どのような「ヒロ

シマ」を求めたのか。そこにはいかなる齟齬
や軋轢があったのか。それは何に突き動かさ
れていたのか。上記共著の各章では、新聞・
サークル誌から映画、マンガ、観光といった
大衆文化を見渡しながら、これらの問いにつ
いて論述し、戦後の「ヒロシマ」の多様な像
と、その拮抗関係について、議論した。 
「ヒロシマ」の語りが生み出されるうえで

は、当然ながら、社会的な事象が大きく関わ
っていた。ストックホルム・アピール（一九
五〇年）、第五福竜丸事件（一九五四年）や
それに伴う原水禁運動の隆盛、一九六〇年代
以降の原水禁運動の分裂、スリーマイル島・
チェルノブイリの原発事故（一九七九年・一
九八六年）などは、その代表的なものだろう。
だが、それらが個々のメディア（新聞、テレ
ビ、雑誌、映画、マンガ、ツーリズム等）に
同じ形で波及したわけではない。 
原水爆をテーマにした映画であれば、『ゴ

ジラ』（一九五四年）や『生きものの記録』（一
九五五年）など、第五福竜丸事件を契機に製
作されたものがある一方で、『長崎の鐘』（一
九五〇年）や『原爆の子』（一九五二年）、『ひ
ろしま』（一九五三年）など、占領終結期あ
るいは、その前から少なからず作られている。
それに対し、広島修学旅行が社会的に定着す
るようになるのは、一九八〇年代に入ってか
らである。だとしたら、個々のメディアが「ヒ
ロシマ」を語るうえで、どのような差異を孕
んでいたのか。それぞれのメディアは、固有
の「ヒロシマ」の語りをいかに生み出し、ま
たそれはどのように変容したのか。 
また、ナショナルな次元での「ヒロシマ」

の語りと、広島におけるそれがいかに相違し
ていたのか。その点にも目配りをする必要が
あろう。上述のように、戦後初期の広島では、
「八・六」は祝祭的な様相を帯びていたが、
全国紙では必ずしもそうした傾向が見られ
たわけではない。第五福竜丸事件は全国的に
大きく報じられ、原水爆禁止の輿論が盛り上
がったが、広島のサークル誌では、「久保山
［愛吉］氏が亡くなられる数日前、夫を原爆

症で失った或る未亡人が『ほんとうに久保山
さんが羨ましい』といった」ことが記されて
いた。国家的な援護・治療制度が未整備の状
況にあって、広島の被爆者たちは、第五福竜
丸事件の死者に羨望や鬱屈を抱くこともあ
ったのである。 
そこには、ナショナルな輿論（public 
opinion）と広島の言説との相違やズレを見
ることができる。だとすると、「ナショナル」
と「ローカル（広島）」には、そもそも、ど
のような「ヒロシマ」言説の差異が生起して
いたのか。そして、そこにはいかなるひずみ
を見出せるのか。 
本研究は、こうした個別メディアの力学と
ナショナル‐ローカルのねじれに着目しな
がら、「ヒロシマ」像の相違やその背後にあ
る社会的磁場を読み解いた。 
 
＜政治主義・加害・平和利用＞ 
「ヒロシマ」のポリティクスを読み解くう
えでは、政治主義と体験の関係性も、視野に
入れる必要があろう。ともすれば、被爆体験
と反戦平和・原水禁の政治主義は親和的なも
のとして捉えられる。だが、先述のように、
両者のあいだに齟齬が見られることも、決し
て少なくはなかった。 
一九六〇年代半ば以降、原水禁運動内部で
は、ソ連・中国の核実験への評価をめぐって、
共産党系と社会党・総評系とが非難の応酬を
繰り返していた。そこで自らの体験が蔑にさ
れていると感じた被爆者たちも多かった。そ
うしたことは、何もこの時期に限るものでは
ない。広島のサークル誌『われらの詩』では、
一九五〇年の朝鮮戦争勃発以降、近親者の死
を悼む切実さが後景に退き、「反戦」の政治
主義標が際立つようになった。それ以降も、
「原水爆禁止を中心に据え」ねばならないと
いう主張が、「あんなむごたらしい地獄絵図
なんか、もはや見たくも聞きたくもない」と
いう当事者の心情を押さえつけることは、珍
しくなかった。 
被爆体験と「核の平和利用」志向の結びつ
きも、また複雑さを帯びていた。昨今であれ
ば、被爆体験と反原発は調和的なものに見え
るかもしれないが、上述のように、かつては
必ずしもそうではなかった。広島ジャーナリ
ズムでは、「軍事利用」には批判的でも、「平
和利用」には好意的な議論が多く見られた。
原水禁運動が高揚していた一九五〇年代半
ばにおいてさえ、そうであった。かつ、「平
和利用」への憧憬は、被爆体験が生々しいも
のであったがゆえに語られた。原子力平和利
用博覧会（一九五六年）や広島復興大博覧会
（一九五八年）において、原子力科学の「未
来」を謳った展示が原爆資料館（広島平和記
念資料館）でなされたのは、それを象徴する
ものであろう。こうした議論は、広島のマ



 

 

ス・メディアばかりではなく、サークル誌・
同人誌でもしばしば見られた。では、そもそ
も、被爆体験はなぜ「平和利用」と接続し得
たのか。それはいつ、いかなる社会背景のも
のもとで成立し、また、いつから両者は乖離
を見せるようになったのか。 
「ヒロシマ」の語りと加害責任の問題も、

微妙な緊張関係を帯びがちだった。広島は、
第五師団や第二総軍司令部が置かれるなど、
戦前期において日本有数の軍都であった。に
もかかわらず、「ヒロシマ」をめぐる言説に
おいて「加害」の問題が前景化するには、戦
後少なからぬ歳月を要した。 
広島では、平和記念公園や原爆ドームなど、

総じて中島地区に原爆遺構・モニュメントが
集約されている。広島中心部にほど近いこれ
らの地域は、戦前期・戦時には家屋や商店が
ひしめいていたが、いまや、かつての人々の
生活の息遣いは消え去り、「平和」という戦
後的価値観が前景化している。それらは、広
島観光の大きな柱になっているわけだが、同
時に、「加害」の問題を見えにくくする側面
もあった。もっとも、ベトナム反戦運動が隆
盛し、また、在韓被爆者の存在が顕在化した
一九六〇年代末以降、「被害」に閉じた「ヒ
ロシマ」の語りはしばしば批判にさらされた
が、一九八〇年代の広島修学旅行ではその問
題が忌避されることもあった。 
では、政治主義や「加害」、「平和利用」の

問題が絡まりながら、「ヒロシマ」はメディ
アにおいてどう語られてきたのか。それは時
代によっていかに変容し、また個々のメディ
アにおいて、いかなる差異を孕んでいたのか。
このような問題意識のもと、本書ではナショ
ナルあるいはローカルなメディアにおける
「ヒロシマ」像を多角的に検証した。 
なお、「ヒロシマ」関連以外でも、各自、

グアム、沖縄、長崎等についても研究を重ね、
研究会等の場でも議論を重ねた。 
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